
2023 北村智恵  公開講座  

 

日本ショパン協会 関西支部 研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記ご記入の上、FAX またはメールにてお申込みいただくか、 

右記 QR コードより Web にてお申込みください。 

 

■北村智恵 公開講座 申込書 ＜FAX 06-6264-5254＞    申込日     年    月    日 

お名前  

ご住所 〒 

TEL  FAX  

E-mail  

区分 □ ショパン協会会員    □ 一般     □ 学生 

※記入された個人情報は、協会からの各種ご案内に使用いたします。法令で定める場合の他、お客様の承諾なしに別目的で使用いたしません。 

【お申込みフォーム】     

https://forms.gle/7d6XNk5qa9axs6xi9 

【お問合せ・お申し込み先】 

日本ショパン協会 関西支部 事務局 
カワイ大阪オフィス内 担当 明坂、中村 

TEL：06-6262-2131 / FAX：06-6264-5254 

Mail : chopin-kansai@kawai.co.jp 

日本ショパン協会関西支部 会員募集中  ショパンを愛する方ならどなたでもご入会いただけます。 

北村 智恵（音楽教育家） 

2023年10 月17 日 (火)  18:30開演     カワイ梅田 コンサートサロン 「ジュエ」 

●ショパン協会会員：無料  ●一般：2,000 円  ●学生：1,000 円 

 ショパンの少年時代からの友人ユリアン・フォンタナは 

ショパン存命中、彼が作曲した自筆譜を、出版社に提出 

するために合計 80曲も、長年「浄書」し続けました。 

 また、ショパンの死後は、ショパンの家族からの依頼で 

遺作の校訂・出版をしたことでその名が知られています。 

つまりフォンタナは、一般的にはショパンの親友として 

ショパン作品を世に広めた功績で知られているのですが 

実はフォンタナ自身もピアニストとして生活し、作曲家として 

作品を書き遺していることは、あまり知られていません。 

 ある時期からはショパンとの関係も断ち、自らの成功を 

夢見て新天地キューバとニューヨークで演奏活動や作曲 

もしましたが、思うように評価されることもなく、晩年は 

失聴と貧困のうちに一人息子を残して自殺し、生涯を 

終えました。 

 そんなフォンタナの音楽家としての人生にスポットを当て 

ショパンとの関係における事実・真実をお伝えします。 

 彼の作品はその楽譜が一般には残されていなくて、入手 

困難かつ、ポーランドでも、フランスでも、ほぼ耳にする機会 

のないものですが、この度、この講座のために、ワルシャワ 

大学にご協力いただきました。大変珍しいフォンタナ自身の 

ピアノ作品も何曲かお聴きいただけるチャンスです。 

是非ともご参加下さい。 

聴講者 
募集中 

 音楽教育家・音楽学者。 

 ピアノ指導、楽譜の監修・ 

 校訂、作・編曲、CDの楽曲 

 解説やコンサートのプロ 

 グラムノート・新聞・音楽 

 雑誌への執筆等、長年に 

 及ぶ。相愛大学在学中 

 より三十数年にわたり故・ 

 佐藤允彦教授に教えを 

 受け、独自の研究を続け

現在に至る。大阪府文化振興財団主催セミナーコンサート 

や独自のショパン・ピアノ作品連続講座の講師も長年務め

好評を得る。ショパンに関する音楽雑誌への執筆も多く、

また、「ショパンへの道」「ステップ・トゥ バッハインヴェンシ

ョン」（いずれも音楽之友社）はじめ、ピアノ曲集、書籍等、

著書多数。とりわけ「プロの常識・ピアノを教えるための 

全 10章」（音楽之友社）は、ピアノ指導者の「教科書」「バイ

ブル」と評価されている。 

日本ショパン協会関西支部長。理事。 

mailto:chopin-kansai@kawai.co.jp

